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戦争法案反対のたたかい加速

戦
争
法
案
に
反
対
の
声

が
日
毎
に
高
ま
っ
て
い
る
。

小
沢
隆
一
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
教
授
が
、
５
月
３

日
伊
那
で
講
演
さ
れ
た
。
そ
の
小
沢

教
授
の
戦
争
法
案
廃
案
の
呼
び
か
け

に
憲
法
研
究
者
１
７
３
人
が
賛
同
し

た
。
６
月
11
日
に
は
２
２
０
人
に
増

え
た
。
６
月
４
日
の
衆
議
院
憲
法
審

査
会
で
も
、
参
考
人
の
憲
法
学
者
３

氏
が
揃
っ
て
戦
争
法
案
は
違
憲
と
表

明
。
米
軍
の
手
足
と
な
る
自
衛
隊
、

な
り
手
が
な
く
な
り
、
徴
兵
制
度
の

時
代
に
な
る
▼
原
子
力
発
電
は
地
球

全
体
を
放
射
能
ま
み
れ
に
。
毎
日
膨

大
な
放
射
能
汚
染
水
を
貯
め
続
け
る
。

発
電
単
価
が
安
い
と
、
い
つ
ま
で
国

民
を
騙
す
つ
も
り
か
▼
米
軍
の
基
地

だ
ら
け
の
沖
縄
。
基
地
反
対
の
民
意

を
無
視
し
て
平
気
の
政
府
▼
「
農
業
・

農
村
所
得
倍
増
」
が
安
倍
農
政
「
改

革
」
の
目
玉
だ
と
。
こ
れ
を
聞
い
て

信
ず
る
者
が
あ
ろ
う
か
。
現
実
に
は
、

米
価
暴
落
で
所
得
が
減
り
、
農
業
は

続
け
ら
れ
な
い
。
農
山
村
は
益
々
寂

れ
、
村
落
が
衰
微
、
消
え
て
し
ま
う
。

日
本
全
体
が
人
口
減
だ
が
、
殊
に
地

方
が
衰
微
す
る
▼
環
太
平
洋
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が
妥
結
し
た
ら
、
唯

一
何
と
か
採
算
が
取
れ
て
い
た
コ
メ

が
駄
目
に
な
り
、
も
は
や
日
本
農
業

は
全
面
的
に
成
り
立
た
な
い
▼
国
民

の
幸
福
を
犠
牲
に
す
る
、
こ
ん
な
ひ

ど
い
政
府
は
め
っ
た
に
な
い
。

早

く
退
陣
し
て
も
ら
う
に
限
る
。

（
Ｈ
・
Ｔ
）
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「
ノ
ー
！
『
戦
争
す
る
国
』
生
か
そ
う
！

平
和
憲
法

上
伊
那
大
集
会
」
が
６
月
19

日
の
夜
、
宮
田
村
民
会
館
で
行
わ
れ
３
５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

政
治
的
立
場
や
組
織
の
違
い
を
超
え
て

「
戦
争
法
案
反
対
」
の
一
点
で
共
同
し
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

ち
の
男
女
共
生
ネ
ッ
ト
代
表
の
藤
瀬
恭

子
さ
ん
の
「
安
保
、
沖
縄
、
物
語
の
力
を

生
か
す
に
は
」
の
講
演
と
問
題
提
起
の
後
、

曽
我
逸
郎
中
川
村
村
長
、
藤
瀬
さ
ん
、
久

保
田
誼
元
高
校
教
諭
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

よ
し
み

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
氏
か
ら
、
安
倍
内
閣
が
狙
っ
て
い
る

戦
争
法
案
の
本
質
や
戦
争
の
歴
史
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

「
長
野
県
民
の
理
性
と
良
識
を
結
集
し
、

『
戦
争
法
案
』
を
阻
止
し
ま
し
ょ
う
」
と

の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
た
た
か
い

の
輪
を
大
き
く
広
げ
る
決
意
を
固
め
あ
い

ま
し
た
。

新聞紙上でおなじみの橋爪まんぷさん

から寄せていただきました（境在住）

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
協
力
す
る
「
戦
争
法
案
阻
止
」
の
一
点
で
の
共
同
し
た
取
り

組
み
が
日
増
し
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
安
倍
内
閣
は
「
戦
争
法
案
」
の
成
立

を
狙
い
、
国
会
会
期
の
９
月
27
日
ま
で
の
大
幅
延
長
を
強
行
し
ま
し
た
。

共
産
党
は
、
赤
旗
号
外
の
配
布
や
パ
ン
フ
の
普
及
、
署
名
、
各
種
集
会
、
対
話
な

ど
、
共
同
を
さ
ら
に
広
げ
、
戦
争
法
案
を
廃
案
に
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

圧
倒
的
世
論
で
悪
法
廃
案
へ

３人のパネラーの話に聞き入る

会場いっぱいの参加者

憲
法
９
条
を
守
る
会
を
竜
東
地
区
に

も
つ
く
ろ
う
と
、
20
日
、
伊
那
公
民
館

で
「
九
条
を
め
ぐ
る
情
勢
を
学
び
、
か

た
り
合
う
会
」
が
行
わ
れ
、
23
人
が
集

い
ま
し
た
。

旧
陸
軍
伊
那
飛
行
場
な
ど
伊
那
地
域

の
戦
争
の
遺
物
や
、
「
戦
争
法
案
」
の

本
質
な
ど
に
つ
い
て
久
保
田
誼
さ
ん
が

報
告
し
、
参
加
者
か
ら
も
感
想
や
戦
争

体
験
が
語
ら
れ
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

近
い
う
ち
に
９
条
の
会
を
設
立
し
、

役
員
を
選
出
し
て
活
動
を
本
格
化
す
る

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

準
備
会
に
よ
る
学
習
会
開
催

竜
東
地
区

９
条
の
会
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私
は
現
在
、
日
本
科
学
者
会
議
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
）
と
い

う
全
国
唯
一
の
民
主
的
総
合
学
会
（
会
員
数
約
４
０

０
０
人
）
の
全
国
常
任
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り

ま
す
。
Ｊ
Ｓ
Ａ
は
昨
年
の
７
月
１
５
日
に
「
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
計
画
の
撤
回
・
中
止
を
求
め
る
声
明
」

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
「
御
用
学
者
」
で
は

な
い
科
学
者
の
リ
ニ
ア
問
題
に
対
す
る
見
解
で
す
。

「
声
明
」
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
建
設
目
的
と
し
て

掲
げ
て
き
た
①
輸
送
力
限
界
の
た
め
、
そ
の
増
強
、

②
東
海
大
地
震
に
よ
る
東
海
道
新
幹
線
不
通
時
の
バ

イ
パ
ス
建
設
、
③
東
京
❘
大
阪
間
走
行
の
大
幅
な
時

間
短
縮
の
３
点
を
科
学
的
に
検
討
し
、
全
く
不
適
切

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
①
に
つ
い
て
は
２
０
０
９
年
の
座
席
利
用

率
は
56
％
に
す
ぎ
ず
、
今
後
の
人

口
減
少
を
考
え
れ
ば
、
輸
送
力
増

強
の
必
要
性
は
な
い
、
②
に
つ
い

て
は
、
リ
ニ
ア
は
日
本
列
島
第
１

級
の
活
断
層
を
貫
く
も
の
で
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
東
海
道
新

幹
線
と
同
時
に
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
高
く
バ
イ
パ
ス
の
意
味
は

な
い
、
な
ど
で
す
。
２
０
１
５
年

３
月
８
日
の
科
学
者
会
議
主
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
信
州
か

ら
リ
ニ
ア
問
題
を
考
え
る
」

（
飯
田
市
）
に
は
１
４
０
名

以
上
の
参
加
者
が
あ
り
期
待

と
熱
気
に
包
ま
れ
た
集
会
と

な
り
ま
し
た
。
（
終
わ
り
）

リニア新幹線を考える ④

信州大学名誉教授 野口 俊邦

「
撤
回
・
中
止
す
べ
き
」
が

科
学
者
の
見
解

六
月
七
日
、
安
倍
内
閣
の
「
戦
争
法

案
」
を
阻
止
し
よ
う
と
、
長
野
市
に
２

８
０
０
人
が
結
集
。
「
Ｎ
Ｏ
！
戦
争
す

る
国
、
生
か
そ
う
平
和
憲
法
６
・
７
長

野
県
民
大
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
伊
那

か
ら
も
１
０
０
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
百
歳
に
な
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

む
の
た
け
じ
（
武
野
武
治
）
さ
ん
は
、

元
従
軍
記
者
の
反
省
を
込
め
、
「
命
の

続
く
限
り
戦
争
に
反
対
し
、
平
和
を
守

る
」
と
火
を
吐
く
よ
う
な
熱
弁
で
講
演

し
ま
し
た
。
東
春
近
か
ら
参
加
し
た
女

性
は
「
む
の
さ
ん
の
話
は
迫
力
が
あ
っ

て
、
元
気
が
出
ま
し
た
。
戦
争
法
案
を

止
め
る
た
め
、
さ
ら
に
頑
張
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

太
陽
光
裁
判

原
告
の
訴
え

最
後
ま
で
明
確
に
な
ら
ず
！

６
月
17
日
、
９
回
目
の
裁
判
が
地
裁
伊

那
支
部
で
あ
り
、
原
告
の
会
社
の
片
桐
正

会
長
と
土
生
田
勝
正
さ
ん
の
尋
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

片
桐
会
長
は
「
説
明
会
で
住
民
か
ら
の

要
望
が
限
度
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
」

「
土
生
田
氏
が
リ
ー
ド
的
存
在
だ
と
思
っ

た
か
ら
提
訴
し
た
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

土
生
田
さ
ん
は
「
太
陽
光
発
電
の
建
設

に
よ
っ
て
水
害
や
高
温
な
ど
の
環
境
悪
化

に
繋
が
る
心
配
が
あ
り
、
反
対
運
動
は
地

区
の
住
民
が
一
致
し
た
も
の
で
」
「
会
社

へ
の
要
望
書
は
地
元
の
総
意
」
で
あ
っ
た

と
違
法
性
の
な
い
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

住
民
説
明
会
で
土
生
田
さ
ん
の
言
動
が

「
片
桐
建
設
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
に
あ
た

る
」
と
し
た
訴
え
は
、
こ
の
日
も
明
確
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
は
９
月
９
日

午
後
１
時
半
、
結
審
予
定
。

壇上に並んだ来賓のみなさん

左端は藤野やすふみ衆院議員

Ｎ
Ｏ
！
戦
争
法
案

長
野
市
に
２
８
０
０
人

第
55
回
上
伊
那
母
親
大
会
が
６
月
14

日
、
宮
田
村
民
会
館
で
開
か
れ
、
２
０

０
名
を
越
す
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

４
つ
の
分
科
会
で
は
、
平
和
を
守
る

こ
と
が
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は

な
く
、
学
び
あ
い
、
声
を
上
げ
行
動
し

て
い
こ
う
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
体
会
で
は
、
報
道
写
真
家

の
石
川
文
洋
さ
ん
が
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
・

闘
い
を
ひ
と
つ
に
」
と
題
し
て
、
戦
争

が
い
か
に
む

ご
い
も
の
か
、

ま
た
、
沖
縄

か
ら
飛
び
立
っ

た
米
軍
機

が
ど
れ
ほ

ど
多
く
の
命
を
奪
っ
た
か
を
、
取
材
写

真
を
映
し
な
が
ら
講
演
し
、
今
ま
た
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
向
か
っ
て
い
る

政
府
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
（
横
田
）

生
命
・
く
ら
し
・
平
和
を
守
れ
！

宮
田
で
上
伊
那
母
親
大
会

講
演
す
る
石
川
文
洋
さ
ん

宣
伝
と
シ
ー
ル
投
票

新
婦
人
が
11
回
目
の
行
動

新
婦
人
伊
那
支
部
は
16
日
午
後
、
弥

生
ヶ
丘
高
校
前
で
「
政
府
が
９
条
を
壊

し
て
戦
争
で
き
る
法
律
を
つ
く
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
思
い
を
シ
ー

ル
投
票
で
示
し
て
」
の
呼
び
か
け
と
若

者
向
け
の
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。

36
人
と
対
話
。
自
衛
権
行
使
「
反
対
」

が
24
人
で
し
た
。
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戦
争
遺
品
や
遺
物
を
見
て

建
石
繁
明

〈
戦
争
中
の
遺
品
や
遺
物
〉
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
新
聞
な
ど
で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
鉄
兜
だ
け
で

な
く
、
戦
時
下
の
生
活
用
品
や
記
録
な
ど
、
超
一
級
の
歴

史
的
な
資
料
と
思
わ
れ
る
も
の
も
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鉄
兜
と
一
口
に
言
っ
て
も
軍
用
と
民
間
で
使
う
も

の
（
民
需
用
）
と
で
は
、
強
度
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

民
需
用
は
、
構
造
的
に
も
材
質
か
ら
み
て
も
、
お
粗
末
で
、

流
れ
弾
に
当
た
っ
て
も
防
げ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
争
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
々
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
を
通
じ
て
周
到
に
準
備
を
進
め
ま
す
。
明
治
時
代
以
降

の
学
校
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
を
見
る
と
、
教
科
に
関
係

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
と
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、

「
正
義
の
た
め
」
や
「
平
和
の
た
め
」
、
「
人
間
解
放
の

た
め
」
ま
で
も
錦
の
御
旗
に
掲
げ
て
、
粛
々
と
戦
争
教
育

を
進
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
や
も
の
の
考
え
方
に

影
響
を
与
え
る
の
は
現
場
の
教
員
で
す
。
教
育
熱
心
で
真

面
目
な
人
ほ
ど
懐
疑
心
を
持
ち
ま
せ
ん
。
懐
疑
と
は
、
常

識
を
疑
い
、
科
学
を
疑
い
、
権
力
を
疑
う
こ
と
か
ら
始
ま

る
と
思
う
の
で
す
が
。

戦
後
70
年
、
国
立
大
学
の
卒
業
式
に
日
の
丸
の
旗
を
掲

げ
て
、
「
君
が
代
」
を
斉
唱
せ
よ
と
文
部
大
臣
が
言
う
。

時
代
錯
誤
も
甚
だ
し
い
！
何
か
の
間
違
い
だ
ろ
う
！
と
思

い
た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
が
日
本
の
現
実
で
す
。

選
挙
と
い
う
手
続
き
で
、
一
応
、
民
主
的
に
選
出
さ
れ

た
政
権
担
当
者
は
、
誰
が
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
？
悪
い

の
は
私
た
ち
自
身
な
の
で
す
。
多
く
の
憲
法
学
者
が
「
違

憲
」
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
同
様
に
！

プロ

６
月
議
会
一
般
質
問
で
、
給
食
外

部
委
託
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

業
者
と
学
校
と
の
契
約
は
一
食
い

く
ら
の
契
約
で
、
保
護
者
か
ら
集
め

て
い
る
給
食
費
を
全
額
食
材
費
に
充

て
る
と
の
記
述
は
現
在
の
契
約
書
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
か
ら
は
食

材
に
食
品
添
加
物
や
中
国
産
の
冷
凍

食
品
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
か
ら
は
、
サ
ッ
カ
リ

ン
Ｎ
ａ
や
ソ
ル
ビ
ン
酸
入
り
の
た
く

あ
ん
が
使
わ
れ
た
が
、
安
全
で
あ
る

こ
と
、
給
食
費
は
全
額
食
材
費
に
充

て
る
よ
う
、
今
後
の
契
約
書
に
書
き

込
む
こ
と
な
ど
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
箕
輪
小
の
給
食
室
の
建

「
２
０
０
円
バ
ス
検
討
委
員
会
」
は
、

６
月
８
日
交
通
シ
ス
テ
ム
の
先
進
地

の
木
曽
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

木
曽
町
の
田
中
勝
己
前
町
長
が
、

て
替
え
に
あ
た
り
、
現
在
の
給
食
室

の
南
側
に
空
地
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
方
的
に
外
部
委
託
を
決
め
た

こ
と
に
も
、
批
判
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
給

食
が
お
い
し
く
な
い
」
と
の
声
が
多

く
、
地
産
地
消
を
掲
げ
る
伊
那
市
が

こ
れ
で
良
い
の
か
、
充
分
な
検
討
が

望
ま
れ
ま
す
。
（
前
沢
）

住
民
の
声
を
取
り
上
げ
８
年
前
に
実

現
し
た
も
の
。
市
の
共
産
党
が
昨
年

の
市
議
選
で
公
約
に
掲
げ
学
習
会
を

重
ね
現
地
を
体
験
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
役
場
で
共
産
党
の
上
田
・

青
山
町
議
も
交
え
て
丁
寧
な
説
明
を

受
け
質
疑
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
バ

ス
に
試
乗
。
開
田
高
原
ま
で
乗
り
継

ぎ
で
40
㎞
乗
っ
て
２
０
０
円
、
毎
月

20
日
は
全
線
無
料
。
障
が
い
者
や
65

歳
以
上
の
人
は
一
か
月
８
０
０
円
の

定
期
券
な
ど
な
ど
。
き
び
し
い
財
政

の
中
で
住
民
の
足
を
守
る
町
政
に
感

心

し

た

一

日

で

し

た

。

（
北
原
）

６
月
市
議
会

で
は
戦
争
法
案

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
戦
時
中
の
物
や
書
籍
な
ど

を
市
と
し
て
収
集
す
る
べ
き
と
質

問
も
。

そ
こ
で
、
創
造
館
や
高
遠
町
歴

史
博
物
館
・
伊
那
図
書
館
に
あ
る

戦
時
中
の
所
蔵
品
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
創
造
館
に
あ

る
「
昭
和
の
図
書
館
」
コ
ー
ナ
ー

は
、
戦
時
中
の
書
籍
・
写
真
ニ
ュ
ー

ス
・
「
満
州
」
の
地
図
な
ど
あ
ま

り
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
中
で
も
当
時
の
小
説
家

や
画
家
・
児
童
文
学
者
ら
が
書
い

た
従
軍
記
は
当
時
の
政
治
状
況
を

よ
く
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
中
に

は
「
小
林
多
喜
二
の
よ
う
に
な
り

た
い
の
か
」
と
脅
さ
れ
て
転
向
し

た
作
家
の
も
の
も
。
戦
争
法
案
に

反
対
す
る
の
は
今
し
か
な
い
で
す
。

市議の 窓

「
昭
和
の
図
書
館
」
コ
ー
ナ
ー
で

柳
川
ひ
ろ
み

＆ ぷろ
24

教
委
「
日
本
で
流
通
し
て
い
る
食
品
は
安
全
」

６
月
議
会

西
箕
輪
小
中
学
校
の
給
食
外
部
委
託

２
０
０
円
バ
ス
の
木
曽
町
視
察

開田終点のバス停で運転手

さん（左端）と視察団一行
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引
き
揚
げ
の
舟

美
篶

松
下
千
寿
海
（
91
才
）

ち

す

み

引
き
揚
げ
の
舟
に
て
葬
り
し
幼
子
の
赤
き
晴
れ

着
の
波
に
浮
き
ゐ
し

夢
の
中
の
君
は
戦
死
を
せ
ず
に
居
て
手
の
温
も

り
の
残
る
朝
明
け

継
ぐ
者
も
な
く
て
廃
屋
点
在
す
小
さ
な
村
は
静

か
に
暮
る
る

日
に
三
度
お
陽
様
拝
む
と
祖
母
言
ひ
き
谷
間
の

村
わ
れ
の
古
里

街
に
住
む
幼
ら
は
蝉
の
抜
け
殻
を
逃
が
し
て
あ

ま
ち

お
さ
な

げ
る
と
木
陰
に
を
き
ぬ

短
歌

☆ 上伊那網の目平和大行進
７月３日（金）

長谷総合支所 13:10 高遠町総合支所 15:10

いなっせ広場 18:00 伊那北駅 19:00（解散）

主催：実行委員会（柳川76－5770夜間）

☆ 映画「日本と原発」
弁護士 河合弘之 初監督作品

７月１１日（土） ７月２５日（土）

１３：００～１５：１５

高遠町図書館（文化センター２階視聴覚室）

大人１０００円（当日券のみ）

高校生まで１００円

問い合わせ先：加藤（090－6582－8775）

定員があるため参加の連絡が必要です。

☆ 映画「望郷の鐘」上映会
７月１２日（日）①午前の部 10時～

②午後の部 14時～

伊那文化会館小ホール（前売り券1,000円）

主催：実行委員会 連絡先：横田（95-4325）

☆ さわやかウォーキング
７月１４日（火）午前９時５０分

中川村望岳荘集合

主催：上伊那医療生協健康づくり委員会

連絡先 医療生協組合員センター（79-8702）

☆ 柳川ひろみ後援会マレットゴルフ大会
７月２６日（日） 午前１０時現地集合

榛原マレットゴルフ場（帽子必携）

会費１０００円（慰労会費と景品代）

ある方 マレット用具

お申込みは、柳川または、お近くの党員まで

☆「脱原発」いな金行動
毎週金曜日午後６時～６時半
いなっせ北側広場
主 催 さよなら原発上伊那の会
連絡先 医療生協組合員センター

（79－8702）
7月3日：手良、10日：東春近、17日：富県

24日：美篶、31日：伊那竜西

（医療生協担当支部）

風物詩 鮎解禁（天竜川）

２０日、鮎の友釣り漁が解禁に。

鮎のおいしい食べ方は？塩焼き？
いいえ。笹焼き。
ほら、あゆのささやき・・あいのささやき・・

愛の囁き・・・ネ！


